







１）宗像　惠「IDE 現代の高等教育」（No.571, 2015 年 ２〜３号 , p.56）

















































1970 年 3 月　  京都大学 大学院 理学研究科 博士課程（化学専攻）修了
1970 年 4 月　  近畿大学 理工学部 講師
1974 年 4 月　  近畿大学 理工学部 助教授      
1985 年 4 月　  近畿大学 理工学部 教授
1998 年 10 月ー 2008 年 9 月　近畿大学 理工学部長
1999 年 10 月ー 2008 年 9 月　近畿大学 副学長
2000 年 10 月ー 2008 年 9 月　近畿大学 理事
2000 年 10 月ー 現在　近畿大学 リエゾンセンター 長












４）宗像　惠「産学官連携ジャーナル」（Vol.11, No.4, 2015, p.23） 














































































付ける能力」）である。KLC の CD もこのような適性・
能力を身につけるよう努力している。
（２）『近大リエゾンカフェ』を開設






































































































































６）野口義文「産学官連携ジャーナル」（Vol.8, No.12, 2012, p.35） 
す理系の人材と技術を利用する文系の人材が協働で行
うことで多様な技術や製品イノベーションにつながる
ことを示した先導的例と言える。
　上記の UHA 味覚糖との産学連携では商品開発に総
勢22人のゼミ学生に協力してもらい、各専門分野の
実践的な教育・研究を行った（図６）。産学連携は大
学陣が産業界と接することで、教員が新しい時代に
合った教育を行い、時代をリードする人材を生み出す
機会となる。産学連携は実学教育の最前線であるとい
える。 
　企業ニーズと研究シーズとをマッチングさせ、成果
を創出させることは重要である。一方で、その成果を
いかに学生の学びと成長に還元させることができるか
が、大学教育の質の保証を大きく左右する。学生が企
業との産学連携研究に主体的に関わることで、自分の
やってきた勉強が何に生かせるのかがわかる。さらに、
企業関係者と積極的に議論することで、複眼的思考力
や政策立案能力が醸成される。
　このような活動を通じて実践力を磨いた学生を社会
に送り出すことこそ、真の大学教育の質充実につなが
ると考える。
産学連携は実学教育の最前線６）４
図６　共同研究に関わった学生達
UHA 社長の前でキャッチコピーのプレゼンを行う経営学部学生
近大マグロコラーゲンを抽出する薬学部学生
パッケージデザインを考える文芸学部学生
